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ⅠⅠ．会社概要．会社概要
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会社概要会社概要
社 名 イズミヤ株式会社

本部所在地 大阪市西成区花園南１丁目４番４号

事業内容 衣料品、食料品、電器、家具、レジャー用品、

日用雑貨等の総合小売業のチェーンストア

創 業 大正１０年５月

設 立 昭和２７年４月

資本金 ３９０億円６６百万円（平成２０年２月末現在）

株式市場 大阪証券取引所、東京証券取引所

代表取締役 林 紀男

売上高（単体） ３，３９８億円（平成１９年度実績）

店舗数 ８６店舗（平成２０年９月末現在）
大阪(４９)、兵庫(１１)、和歌山(２)、京都(１１)、奈良(４)、滋賀(１)
岐阜(１)、岡山(１)、 宮崎(１)、東京(１)、茨城(１)、千葉(２)、栃木(１)

社員数

決算月 ２月（年１回）

２４５５名 （平成２０年２月末現在）
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経営理念経営理念

地域のお客様が、健康で楽しく、心豊かな生活をおくれるように

安全で安心な商品とサービスの提供を通して

“ええもん安い”の商道を追求し、社会に貢献します
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（関東地区）（関東地区）

・牛久店 茨城県牛久市

・八千代店 千葉県八千代市

・検見川浜店 千葉市美浜区

・小山店 栃木県小山市

・板橋店 東京都板橋区

店舗展開店舗展開 ～関西深掘～～関西深掘～

４９

１１

４

１１

２

60㎞

１

1滋賀

２和歌山

4奈良

11兵庫

11京都

４９大阪

店舗数府県名

8686計

11九州地区

11中国地区

11中部地区

55関東地区

7878関西地区

店舗数展開地区名
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店舗形態店舗形態

SuCSuC
((スーパーセンター）スーパーセンター）

（６店舗）

ＧＭＳＧＭＳ
（５３店舗）

ＳＭＳＭ
（２７店舗）
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システム構成システム構成
物流物流

センターセンター

ＴＣ／ＤＣ／ＰＣ

配送管理

（I-mode)

取引先取引先

ＥＤＩ／Ｂ２Ｂ

電子カタログ

電子商談

POS･FSPﾃﾞｰﾀ共有

Ｔ
Ｃ

Ｐ
／

Ｉ
Ｐ

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

ＰＯＰ発行機

電子棚札

食品計量機

値引ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ

店店 舗舗
本部本部

（商品部）（商品部）

コンピュータセンター（新町事務所）コンピュータセンター（新町事務所）

店舗業務サーバー

本部業務サーバー

人
員

Ｍ
Ｈ

人
件
費

物
件
費

資
本
費

利
益

顧
客

登
録

発
注

売
上

入
荷

格
下

在
庫

予
算

ＭＤ基幹システム

メインフレーム

Ｅ
Ｄ
Ｉ
サ
ー
バ
ー
／
フ
ァ
イ
ア
ウ
ォ
ー
ル

フ
ァ
イ
ア
ウ
ォ
ー
ル
／
Ｅ
Ｄ
Ｉ
サ
ー
バ
ー

Ｔ
Ｃ

Ｐ
／

Ｉ
Ｐ

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

Ｅｘｃｈａｎｇｅ

市場ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ

グループグループ
会社会社

金融機関

ｸﾚｼﾞｯﾄ会社

アジェントリックス

ＰＬＡＮＥＴ

CAFIS
CIC

店舗システムの軽量化

イズミヤグループネットワークイズミヤグループネットワーク

パソコン 無線ﾊﾝﾃﾞｨ
端末

ｾﾙﾌﾁｪｯｸｱｳﾄPOS

出退勤端末

CAT

(WEB)EOB POSレジ

KIOSK

ＭＤ

連結会計

連結納税

CMS

部門サーバー

Ｐ－Ｄ－Ｃ－Ａ

ﾓﾊﾞｲﾙﾊﾟｿｺﾝ

外出先

店舗サーバー集約

データ収集／リアル集計 データ処理

予算／商品登録／発注／商品情報・顧客情報

ネットワーク強化

とシンプル化

データの一元化

～ｼｰﾑﾚｽ活用、ｽﾋﾟｰﾄﾞｱｯﾌﾟ～

外部との連携 外部との連携

いつでも どこでも

顧客顧客

Ｅ－コマース

・I-will（楽天）

・楽楽ﾏｰｹｯﾄ

10Mbps 1Mbps

2.4Mbps

商品×顧客
ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ

商品マスターサー
バー

DWHサーバー
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ⅡⅡ．流通ＢＭＳの導入・背景・経緯．流通ＢＭＳの導入・背景・経緯
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ＢＭＳ導入の背景ＢＭＳ導入の背景

ＪＣＡ対応通信機器の枯渇

【業務プロセスの標準化】

円滑な受発注業務への期待

【伝票レス】

業務効率化とコスト削減

への期待
【XML採用】

データ項目拡張性への期待

商品取り引きにまつわる

業務全体を効率化

業界全体の業務合理化、生産性向上、業界全体の業務合理化、生産性向上、
伝票や情報交換に関わるコストの削減への取組み伝票や情報交換に関わるコストの削減への取組み

【業界標準化】

ローコスト導入への期待
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ＢＭＳ導入の経緯ＢＭＳ導入の経緯

イズミヤのEDIへの取組
・1987年 生鮮双方向ｵﾝﾗｲﾝ稼動

・1998年 特定お取引先様との直EDI（伝票ﾚｽ)開始

・2002年 ASN（事前出荷明細）と伝票レス対応の新ｾﾝﾀｰ稼動（EDI比率８１%)

イズミヤの流通BMSへの取組
・2005年 イズミヤは本格的に取組みに参加

日本ﾁｪｰﾝｽﾄｱ協会、日本ｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄ協会とともに標準化作り
・2006年 経済産業省事業としてｸﾞﾛｻﾘ共同実証実施

イズミヤは参加せず（イズミヤとEDIｾﾝﾀｰともに準備期間）
・2007年 ｱﾊﾟﾚﾙと生鮮で共同実証

ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙとﾒｯｾｰｼﾞはｸﾞﾛｻﾘが基本だが特性部分を追加
イズミヤはｱﾊﾟﾚﾙで共同実証に参加し、2008年より本番稼動

・2008年 3ヵ年の経済産業省事業の 終年度
イズミヤでは流通BMS導入範囲の拡大



12©©Izumiya.Co.,LtdIzumiya.Co.,Ltd 20082008

ⅢⅢ．導入のねらい．導入のねらい
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ＢＭＳ導入の狙い－ＢＭＳ導入の狙い－通信時間の削減通信時間の削減

１分～６分以内で受信完了１分～６分以内で受信完了

通信時間が削減される事でお取引先様の出荷業務が軽減できる

IDC A社 その他＋直接続

取引先社数 ８５０社 １１６社

接続拠点数 ２０１５社 ２９３社

受発注オンライン状況
（ＩＤＣ利用のＡＳＰ社数）
＊弊社マスター登録数

接続手順 ＪＣＡ手順 TCP/IP WEB-EDI＋その他

取引社数 ４４０社 ４０社 ２５０社

比率 ６０％ ６％ ３４％

Ａ社経由の接続状況
＊７３０社実績より

受信時間数 １時間以上 ５９分～３０分 ２９分～１０分 ９分以下

取引社数 ２社 ６社 ５４社 ＊＊＊

接続手順 TCPIP/JCA手順

受信時間数

ＪＣＡ手順
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ＢＭＳ導入の狙い－ＢＭＳ導入の狙い－伝票レスの効果伝票レスの効果

手書き伝票 １７８,０３３枚/月

システム発注分 １,４１９,２９４枚/月

伝票レス伝票 １,１７２,９６５枚/月

伝票レス比率 ７３．３％

手書き伝票 ９０,３０６枚/月

システム発注分 １,４６６,５７１枚/月

伝票レス伝票 １,０７５,２５３枚/月

伝票レス比率 ７２．９％

手書き伝票 ５３２,０９１枚/月

システム発注分 １,７６５,３１９枚/月

伝票レス伝票 １,６４３,５７４枚/月

伝票レス比率 ６３．８％

●小売 カテゴリ別導入効果（４社平均）

【生鮮】【グロサリ】

【アパレル】

小売メリット ⇒ 処理費用（＊）、運搬、保管のコスト削減

卸メリット ⇒ 伝票代、処理費用（＊）、伝票印字、ハード

プログラム開発のコスト削減

＊処理費用とは、パンチ代やその他人件費、伝票の関わる費用

経済産業省 平成19年度
流通システム標準化事業
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ＢＭＳ導入の狙い－ＢＭＳ導入の狙い－中小企業への拡大中小企業への拡大

イズミヤ

EOS

WEBハンディ

電話・ＦＡＸ

小規模

お取引先様

小規模

お取引先様

～伝票作成

インターネット網

期待効果

●事務作業の省力化

●安価な受発注EDIが可能

業務ﾌﾟﾛｾｽの統一･事務経費の削減･検品精度の向上業務ﾌﾟﾛｾｽの統一･事務経費の削減･検品精度の向上

ＷＥＢ版 流通ＢＭＳ
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流通コスト削減流通コスト削減

通信時間の短縮通信時間の短縮

標準化採用による円滑な受発注業務標準化採用による円滑な受発注業務

伝票レスの拡大伝票レスの拡大

ＢＭＳ導入のねらいＢＭＳ導入のねらい

国内標準化とｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ標準への準拠国内標準化とｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ標準への準拠

高速・安価なｲﾝﾀｰﾈｯﾄ網高速・安価なｲﾝﾀｰﾈｯﾄ網 伝票ｺｽﾄの削減伝票ｺｽﾄの削減お取引先様の出荷業務の軽減お取引先様の出荷業務の軽減

システムコストの削減システムコストの削減

商品原価の低減商品原価の低減

お客様へより安く商品を提供！お客様へより安く商品を提供！
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ⅣⅣ．平成１９年度共同実証．平成１９年度共同実証
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平成１９年度共同実証（参加企業）平成１９年度共同実証（参加企業）

アパレル

小 売

イオン株式会社イオン株式会社

イズミヤ株式会社イズミヤ株式会社

株式会社近商ストア株式会社近商ストア

株式会社ｼｼﾞｼｰｼﾞｬﾊﾟﾝ株式会社ｼｼﾞｼｰｼﾞｬﾊﾟﾝ

株式会社ダイエー株式会社ダイエー

株式会社平和堂株式会社平和堂

ユニー株式会社ユニー株式会社

生 鮮

伊藤ハム株式会社伊藤ハム株式会社

JA全農ﾐｰﾄﾌｰｽﾞ株式会社JA全農ﾐｰﾄﾌｰｽﾞ株式会社

スターゼン株式会社スターゼン株式会社

日本ハム株式会社日本ハム株式会社

アツギ株式会社アツギ株式会社

グンゼ株式会社グンゼ株式会社

クロスプラス株式会社クロスプラス株式会社

ﾄﾘﾝﾌﾟ･ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ株式会社ﾄﾘﾝﾌﾟ･ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ株式会社

株式会社ルシアン株式会社ルシアン

株式会社ワコール株式会社ワコール

共
同
実
証

共
同
実
証

共同実証の

目的

１．平成１９年度策定のメッセージ・スキーマの精度向上１．平成１９年度策定のメッセージ・スキーマの精度向上
２．流通ビジネスメッセージ標準の商材拡大検証２．流通ビジネスメッセージ標準の商材拡大検証
３．普及・拡大に向けたインフラ課題解決３．普及・拡大に向けたインフラ課題解決

≪アパレル≫≪アパレル≫ ≪生鮮≫≪生鮮≫
商品カテゴリ商品カテゴリ 衣料品衣料品 食肉・青果・水産物食肉・青果・水産物
業務業務 66業務＋値札業務＋値札 66業務＋集計表作成データ業務＋集計表作成データ
メッセージ・スキーマメッセージ・スキーマ 基本形基本形 Ver1.1Ver1.1 生鮮生鮮 Ver1.0Ver1.0
接続形態接続形態 NN対対NN（小売対卸）マルチベンダ環境（小売対卸）マルチベンダ環境 NN対対NN（小売対卸）マルチベンダ環境（小売対卸）マルチベンダ環境
プロトコルプロトコル ebXMLebXML MS JXMS JX手順手順 AS2AS2 ebXMLebXML MS JXMS JX手順手順 AS2AS2

●イズミヤの状況●イズミヤの状況 2008.5.62008.5.6より㈱ワコール様と次世代ＥＤＩ（流通ＢＭＳ）本番稼動。クロスプラス㈱様は実験のみ。より㈱ワコール様と次世代ＥＤＩ（流通ＢＭＳ）本番稼動。クロスプラス㈱様は実験のみ。

共同実証の

目的

経済産業省 平成19年度
流通システム標準化事業
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共同実証全体スケジュール共同実証全体スケジュール

11 12 18 9 10 2 3 4 5

スキーマ
ＣＲ

ガイドライン
ＣＲ

メ
ッ
セ
ー
ジ
検
討

①

体制立上げ、

計画立案、

標準ＥＤＩ

仕様理解

②

社内調整、

システム開発

要件定義

稟議と調達

③基本設計

④取引先との

調整

⑤詳細設計

⑥ネットワーク

設計

⑦ＥＤＩシステムの

開発・構築・テスト

⑧ネットワーク

構築

⑨取引先との

EDI通信接続確認

⑩

取引先と

業務運用確認

⇒ 本番

各実装企業

実装作業

共
同
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
タ
ス
ク

JCA・ＪＳＡ両協会で使用状況調査アパレルメッセージ検討

生鮮メッセージ検討 承認 対応方法検討

承認

相対調整 課題対応案検討

課題対応案検討

インフラ課題検討

平成１８年度残課題検討 平成１９年度課題検討

共同マッピング作業

導入ガイドライン作成

協定シート作成

ガイドライン
ＣＲ

各種ガイドライン修正スキーマ開発・修正

基本形
Ver 1.1

生鮮
Ver 1.0

正式スキーマリリース
業
界
横
断

経済産業省 平成19年度
流通システム標準化事業
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イズミヤ業務プロセスイズミヤ業務プロセス

卸･ﾒｰｶｰへ卸･ﾒｰｶｰへ卸･ﾒｰｶｰへ小売から小売から小売から

発注訂正データ発注訂正データ

集計表発注データ集計表発注データ

発注データ発注データ

値札作成データ値札作成データ

商品マスタ登録商品マスタ登録

センター在庫補充センター在庫補充

値札作成値札作成

受注受注

出荷出荷

返品受領返品受領

請求請求

消込消込

売掛売掛

商品マスタ商品マスタ

（マスタデータ同期化）

在庫補充在庫補充

出荷データ出荷データ

返品データ返品データ

受領データ受領データ

返品受領データ返品受領データ

請求データ請求データ

支払案内データ支払案内データ

商品マスタ登録商品マスタ登録

発注発注

検品検品

返品返品

買掛買掛

消込消込

支払支払

卸･ﾒｰｶｰから卸･ﾒｰｶｰから卸･ﾒｰｶｰから

小売へ小売へ小売へ

卸・メーカー卸・メーカー卸・メーカー 小売小売小売
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店舗

本部

物流センター
（大阪・南港）

自社ｼｽﾃﾑ

イズミヤ
EDIｾﾝﾀ-

固定長

通信

固定長

集約/振分

通
信

通
信
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・
全
銀

T
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P
/
I
P

等

常温一括小規模お取引先

生鮮（市場・仲卸）

生鮮品・特殊商品調達

全部門お取引先様

商流に関する情報交換

情報共有サイト
（衣料・ステープル）

生鮮Web

常温Web／Web検品

W
e
b

お取引先様

新町ﾃﾞｰﾀｾﾝﾀ

物
流
セ
ン
タ
ー
向
け

デ
ー
タ
連
携

登
録
登
録

商
談
商
談

分
析
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析

情
報
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有
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報
共
有

支
払
支
払
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掛
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掛

返
品
返
品

移
動
移
動

販
売
販
売

納
品
納
品

発
注
発
注

計
画
計
画

システム概要（従来）システム概要（従来）
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店舗

本部

物流センター
（大阪・南港）

流通ＢＭＳ

自社ｼｽﾃﾑ

イズミヤ

固定長

通信

固定長

集約/振分

次
世
代
Ｅ
Ｄ
Ｉ

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
変
換

ＸＭＬ次
世
代
Ｅ
Ｄ
Ｉ

振
分
・
集
約
・
中
継

次
世
代
通
信
機
能

ＸＭＬ

ＸＭＬ

ＸＭＬ

通
信

通
信

J
C
A

・
全
銀

T
C
P
/
I
P

等

JX
e
b
X
ML

大規模お取引先

小規模お取引先

導入～構築～運用ﾌｫﾛｰ

自
社ｼ

ｽ
ﾃ
ﾑXML

変
換

通
信 固定長

Pull型

Push型

常温一括小規模お取引先

生鮮（市場・仲卸）

生鮮品・特殊商品調達

全部門お取引先様

商流に関する情報交換

情報共有サイト
（衣料・ステープル）

生鮮Web

常温Web／Web検品

W
e
b

お取引先様

新町ﾃﾞｰﾀｾﾝﾀ

物
流
セ
ン
タ
ー
向
け

デ
ー
タ
連
携

登
録
登
録

商
談
商
談

分
析
分
析

情
報
共
有

情
報
共
有

支
払
支
払

買
掛
買
掛

返
品
返
品

移
動
移
動

販
売
販
売

納
品
納
品

発
注
発
注

計
画
計
画

システム概要（今回）システム概要（今回）
EDIｾﾝﾀ-
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イズミヤ開発スケジュールイズミヤ開発スケジュール

２００７年 ２００８年 ２００８年

ＮＯ 大項目 中項目 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月
0 共同実証プロジェクト

マイルストーン

1 イベント

2 要件定義

3 基本設計

4 詳細設計

5 環境設計・構築 環境設計

6 環境構築

7 開発・テスト 開発

8 テスト

9 共同実証の実施 相互接続

10 業務運用

11 （共同実証の分析）

システム開発着手

（社内稟議７月）

基本設計完了 相互接続開始 業務運用開始

相互接続

成果分析
報告書作成

11/末

ＸＭＬスキーマβ

11/上旬

ＸＭＬスキーマβ

実行計画書

現行システムとの

並行運用

業務運用

本番運用開始

約６ヶ月
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イズミヤ開発工数と苦労した事イズミヤ開発工数と苦労した事

取引先様
取引先様

◆流通ＢＭＳの導入工程において苦労した点、工夫した点

相対調整
0.5人月

4ヶ月

（重複あり）

基本設計
1.5人月

1ヶ月

設計
4.5人月

2ヶ月

開発
3.0人月

2ヶ月

テスト
2.8人月

2ヶ月

運用テスト
1.2人月

1ヶ月

移行作業
0.6人月

1.25ヶ月

本番切替
0.6人月

0.25ヶ月

工数

期間

14.714.7人月人月

弊社

固定長

VAN業者

固定長

ＸＭＬ

ＩＴﾍﾞﾝﾀﾞｰ
Z社

ＩＴﾍﾞﾝﾀﾞｰ
Y社

取引先様

●工数がかかった理由＝
流通ＢＭＳを実装するために初期投資が必要

流通ＢＭＳ導入のため、弊社側とVANセンター側

のシステム開発を、それぞれ別のソフト会社に
委託しており、工数が膨らんだ。（下図参照）

＜設計、開発＞工程では、取引先様での出荷（梱包紐付け有り）データ作成に苦労した。
既存出荷データにあって流通ＢＭＳに存在しない項目（納品時間等）があり、
出荷データの設計に手間取った。更に、取引先様にて出荷データを流通ＢＭＳ（ＸＭＬデータ）で
作成するのに、システム開発に手間取った。

イズミヤの感想
●インターネット接続には専門要員が必要
取引先様がサーバ型を選択されたが、インターネット接続にかなり苦労されており、
サーバ型を選択する場合には、流通ＢＭＳを熟知したシステム開発要員が必要と感じている。

経済産業省 平成19年度
流通システム標準化事業
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参考・納品時刻参考・納品時刻

共同実証での苦労
既存出荷データにあって流通ＢＭＳに存在しない項目（納品時刻）

出荷データの設計に手間取った

イズミヤの判断
既存出荷データにある「納品時刻」は弊社の現行ＥＤＩシステムには必須

「納品時刻」がなければ、弊社での今後の流通ＢＭＳ拡大は困難

平成１９年度共同実証としてＣＲ（項目追加）を行う

商材拡大ＷＧで検討⇒承認 メッセージメンテナンス部会で決議へ

ＣＲ（チェンジ・リクエスト）

Ｖｅｒ１．２へ反映
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実証結果実証結果

流通ＢＭＳの普及拡大へ大きな確信を得られた流通ＢＭＳの普及拡大へ大きな確信を得られた

平成１９年度の共同実証評価結果は・・・平成１９年度の共同実証評価結果は・・・

平成１８年度の共同実証で得られた評価平成１８年度の共同実証で得られた評価

さらに、平成１９年度の共同実証で得られた評価さらに、平成１９年度の共同実証で得られた評価

メッセージ精度の確保メッセージ精度の確保 インフラ課題の解決インフラ課題の解決 商材拡大への手応え商材拡大への手応え

◆◆共同マッピング作業にて、共同マッピング作業にて、
項目の充足度を確認できた項目の充足度を確認できた

◆複数商品カテゴリ◆複数商品カテゴリ
（グロサリ、アパレル、生鮮）での（グロサリ、アパレル、生鮮）での
共同実証を通して、メッセージの共同実証を通して、メッセージの
有効性を確認した有効性を確認した

◆◆明確になっていなかったインフラ面明確になっていなかったインフラ面
での課題は、ルール決めや推奨案での課題は、ルール決めや推奨案
を策定することで解決したを策定することで解決した

◆検討結果は各種ガイドラインや◆検討結果は各種ガイドラインや
流通ＢＭＳ協定シートに反映させた流通ＢＭＳ協定シートに反映させた

◆証明書運用などは、課題事項が◆証明書運用などは、課題事項が
明確化され、継続検討の予定明確化され、継続検討の予定

◆◆複数カテゴリでの共同実証を通して、複数カテゴリでの共同実証を通して、
大きな負担もなく商材拡大が可能大きな負担もなく商材拡大が可能
であることを確認したであることを確認した

経済産業省 平成19年度
流通システム標準化事業
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実証結果実証結果

◆流通◆流通BMS Ver1.0BMS Ver1.0の精度が高いことがの精度が高いことが証明証明されたされた

◆商材拡大時の導入負荷は大幅に軽減できることが実証された◆商材拡大時の導入負荷は大幅に軽減できることが実証された

メッセージ
精度

インフラ
課題

商材拡大

メッセージ／プロセスの適合性メッセージ／プロセスの適合性

新規メッセージの適合性新規メッセージの適合性

導入サポート導入サポート

商材拡大時の負荷商材拡大時の負荷

ＥＯＳ比率ＥＯＳ比率

商材拡大時にも、商材拡大時にも、Ver1.0Ver1.0の基本プロセスが適用できたの基本プロセスが適用できた

一部、チェンジリクエストで対応。それ以外は、メッセージ項目に過不足一部、チェンジリクエストで対応。それ以外は、メッセージ項目に過不足
はなく、業務に適合することが実証されたはなく、業務に適合することが実証された

各種ガイドラインが整備されてきたことで、実装時の負荷は低減されている各種ガイドラインが整備されてきたことで、実装時の負荷は低減されている

初期導入時に比べ、商材の拡大時は、期間、工数とも低減できた初期導入時に比べ、商材の拡大時は、期間、工数とも低減できた
（例：（例：H18H18年度年度14.914.9人月⇒人月⇒H19H19年度年度5.15.1人月）人月）

生鮮においてはＥＯＳ比率が向上し、業務効率の改善が見込まれる生鮮においてはＥＯＳ比率が向上し、業務効率の改善が見込まれる
（例：流通（例：流通BMSBMSに完全移行すればに完全移行すれば 0%0%⇒⇒80%80%に向上）に向上）

⇒⇒ 普及拡大に向けた展開ができる！普及拡大に向けた展開ができる！

経済産業省 平成19年度
流通システム標準化事業
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ⅤⅤ．イズミヤの効果．イズミヤの効果
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イズミヤの期待イズミヤの期待

業務プロセス・メッセージが標準化される事で業務プロセス・メッセージが標準化される事で
『『業界全体の業務合理化、生産性向上、伝票や情報交換に業界全体の業務合理化、生産性向上、伝票や情報交換に

関わるコスト削減関わるコスト削減』』が可能になるが可能になる

イズミヤイズミヤ

小売業界全体が統一小売業界全体が統一

お取引先様お取引先様 ベンダー・ベンダー・SierSier様様

汎用的でローコスト汎用的でローコスト
なシステム作りなシステム作り

ピッキング時間の短縮ピッキング時間の短縮

送受信データの速度送受信データの速度UPUP
個別仕様ではないシステム個別仕様ではないシステム通信手順の統一化通信手順の統一化

運用コストの削減運用コストの削減



30©©Izumiya.Co.,LtdIzumiya.Co.,Ltd 20082008

受け入れ環境の整備受け入れ環境の整備

今年度今年度 生鮮部門に取組み予定生鮮部門に取組み予定

イズミヤとオンライン取り引きを実施して頂いているイズミヤとオンライン取り引きを実施して頂いている
お取引先様、約８８％のカバーが可能お取引先様、約８８％のカバーが可能

衣料・住関
加工食品

生鮮 社数(法人別） 対象比率

ＥＤＩセンターA 昨年度対応済 本年度対応予定 834 88%

ＥＤＩセンターB 未対応 未対応 111 12%
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ⅥⅥ．今後の展開．今後の展開
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今後の取組み予定今後の取組み予定

お取引先様イズミヤ

お取引お取引先様と先様との協業の協業

加工食品への導入加工食品への導入
日雑部門への導入日雑部門への導入

ﾃﾞｰﾀﾃﾞｰﾀ種（納品提案）種（納品提案）
拡大拡大と社数拡大と社数拡大

畜産部門畜産部門へのチャレンジへのチャレンジ
農産部門への導入農産部門への導入

グロサリーグロサリー・日雑・日雑生鮮生鮮 アパレルアパレル

相互にメリットを享受し協業強化へ相互にメリットを享受し協業相互にメリットを享受し協業強化へ強化へ
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最後に最後に

“ひとつ入れれば皆につながる”

業務プロセス、メッセージが標準化され、
業界全体の業務効率化、生産性向上へ

地域のお客様が、健康で楽しく、心豊かな生活をおくれるように

安全で安心な商品とサービスの提供を通して

“ええもん安い”の商道を追求し、社会に貢献します
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ご静聴有難うございました


